
［第10回日本言語文化学研究会発表要旨］

　　　　　　　予測文法研究（2）一語の担う意味一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池上摩希子・大野早苗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1995。7，1発表）

1．「予測文法」について

　私たちが文を理解するときには、その文を最後まで読んだり聞いたりしなく

ても、母語言諸であれば次にどん鰭葉カミくるか、ある禾鍍、予測できると思

われる。例えば、「待ちに待った夏休みが……」という語句の後には、「やっ

て来る」とか「始まる」というような述語が予測できるだろう。このように、

文を理解する能力には、言語膚報を処理して意味を抽出する能力に加えて、与

えられた言語肩報を引き金に次にどのような語句が続くのかを予測する能力が

含まれると考える。本研究では、こうした能力を011er（1979，　1983）に従って

「予測文法」と呼び、どのような要因が関与しているのかを明かにしたい。

　予測に関する先行研究としては、寺村（1987）、市川（1993）があげられる。寺

村（1987）は日本語母語話者を対象に、ある文を文節ごとに区切ってそれを順次

提示し次に続く語句を予測させて文を書かせる実験を行い、その結果を報告し

ている。そこでは、日本語母語話者はかなり早い段階から、名詞文、動詞文と

いった文の種類や、表現内容の種類、テンスを予測したり、また、「名詞＋助

詞」「名詞＋助詞」という連なりから一定の種類の動詞を予測することなどが

指摘されている。市川（1993）は、寺村と同じ文と同じ方法を用い、日本語学習

者を対象にデータを収集した。その結果から、予測に必要な能力を、文構成に

必要な能力と語彙ヒの能力に分けて報告している。予測に関わる要因としては、

音声や語、文、談話など、さまざまなレベルの言語要素が考えられているが、

寺村、市川ともに、文脈に現れた言語清報だけではなく、社会通念や常識とい

った文化にかかわる要因も含まれていると指摘している。

2．研究目的と調査方法

本研究では、「文」という言語範疇内で、与えられた文の構成要素からどの

ような構成要素が予測されるかを考察する目的で、デ・一．．．一タの収集、分析を続け

ている。これまでに、助詞「は」と「が」に焦点をあて、「は」と「が」が後

に続く部分の予測にどのように機能しているかを分析した。その結果、rは」

一67一



と「が」の予測機能についていくつかの考察が得られた（参考文献②）が、今

回は、助詞rは」と「が」以外の要素がどのような予測に結びつくかを見るた

め、また、言語肩報が文脈の外にある意味とどのように結びつくかを見るため、

先行とは別の文を調査文として選び、データを収集し分析した。

　支橡とした文とデ・一…タの件数は以下のとおりである。

［1］　「冬休みが／始まった／次の日に、／谷川先生に／京都へ／連れていっ

　　　　て／いただきました。」48件

［2］「冬休み色／始まった／次の日に、／谷川凱に／京都へ／連れていっ

　　　　て／いただきました。」22件

　デー一タ収集に際しては、寺村（1987）、市川（1993）とほぼ同様に、調査文を区

切りまで板書し、被験者に一斉に用紙に記入してもらう方法をとった。調査文

を「／」の箇所まで板書し、被験者に後に続く文を予測させ、一斉に用紙に記

入させた。具体的には、文［1〕では、「冬休みが」と板書し、r次に続けて

思いつくままに書いて、文を完成させてください。」と指示する。被験者は用

紙に「冬休みが」で始まる一文を書く。続けて「冬休みが始まった」と板書し、

2枚目の用紙にその部分で始まる文を書いてもらう。最後に、調査文に続く第

2文を予測して書いてもらった。

3．分析結果と今後の課題

　文［1コ、〔2］について、上記の区切り毎にどのような予測がなされたか、

稿末に表としてあげておく。そこから予測に関して考えられることをまとめる

と以下のようになる。

　・「名詞＋の」は主語として予測されにくい。

　・助詞「に」をagent　marker（動作主標識）として捉えるためには、ある程

　　度、状況が必要である。すなわち、「名詞＋に」の段階ではその名詞を

　　agent（動作主）として捉えにくい。

　・予測には言語使用の背景となっている言語外情報が大きく影響する。

また、今後は、

　・日本語学習者の予測の仕方について調査し分析すること。

　・母語話者と学習者の予測の仕方の相違点を指導に援用すること。

の2点を課題として、引き続きデータの収集と追検証を行っていかなければな

らないと思われる。
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（1）久休み．カ／りの

　　　　l　　rがjを主語として捉えた　　1感情表現の対象として捉えた

［1〕文　1　　　　78．6％　　　 1　　　21．4％
＿＿一一一 ¥一一一一一一一・P－一一一一一一一一一」一一一一－a一一一一一一一｝丁一一一［2コ文　1　「の」の後は100％が名詞

★例［1〕①冬休みが始まりました。（主語）
　　　②冬休みが終わる前に、スキーに行こうと思っています。（主語）

　　　③冬休みが待ち遠しい今日このごろだ。（感情）

　　［2］①冬休みの予定はもう決まりましたか。

　　　②冬休みの宿題をやった。
　　　③冬休みの計画を立てよう。

，（2）冬休みゅ／φ殆まっ磐
　　　　1　　始まったら　1　始まったので　i　連体修飾

皇と乏茎．↓＿嬰二型鍾．L2§L§艶↓。鎚窪騒一＿
［2］文　・　　　　　　　　　　　，　100％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～★例［1⊃①冬休みが始まったら、どこかに旅行に行きたい。（～たら）

　　　②冬休みが始まったので、私はとてもうれしかった。（～たので）

　　　③冬休みが始まったその日に、ここで初雪が降りました。（連体修飾）
　　　④冬休みが始まった子どもたちが騒いでいる。（連体修飾※）
　　［2］①冬休みの始まった日にさっそくスキーに行った。（連体修飾）

　　　②冬休みの始まったころに、いつも雪が降ります。（連体修飾）
　　　③冬休みの始まった入たちが遊んでいる。　（連体修飾※）

　　　　　　※＝「子どもたち」「人たち」が連体修飾節の底となっている例
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く3）冬休みか／の始まっ糺歌の郎”

　　　　　1　過去の出来事について　；予定や計画について
［1〕文　 1　　　　72．　1％　　　　　1　　　27．9％
一一一一一 ｨ一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一k－｝｝榊｝一｝－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5％［2〕文　 ，　　　　95．5％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．

★例［1］①冬休みが始まった次の日に、スケートに行った。　（過去）

　　　　　②冬休みが始まった次の日に、友達から電話がありました。　（過去）

　　　　　③冬休みが始まった次の日に、アメリカに行くことにしました。（予定）

　　［2〕①冬休みの始まった次の日に、スキーに行きました。（過去）
　　　　　②冬休みの始まった次の日に、私は家の大掃除をしました。　（過去）

③冬休みの始まった次の日に、友人と会う約束をした。　（予定）

（4）冬休みか／の始まった次の日し　一aTJI　l鋸生／さんに

　　　　　1「谷川先生／さん」への働きかけ［

［1］文　【　　76．2％　　　　1　　23．8％
－－－－　　－ {－　ny　－’－

［2］文　，　　8L8％　　　　t　　13．6％

「谷Jll先生／さん」が動作主

一一一一一一一』一一一一 ｨ一一wh　im－｝一一一一響騨一m｝一一一

★例［1⊃①冬休みが始まった次の日に、谷川先生に会った。（働きかけ）

　　　　　②冬休みが始まった次の日に、谷川先生に電話をかけました。（働きかけ）

　　　　　③冬休みが始まった次の日に、谷川先生に家へ来るよう言われました。（AG－M）

　　　［2コ①冬休みの始まった次の日に、谷川さんに会いました。（働きかけ）

　　　　　②冬休みの始まった次の日に、谷川さんに電話をかけました。（働きかけ）

　　　　　③冬休みの始まった次の日に、谷川さんにプレゼントをもらった。（AG－M）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AG・－M＝＝agent　marker

X5）冬体みカ〆の始まった次の日しeJll先生／さん｝こ京都へ
　　　　　t　r谷川先生／さん」が動作主　　　　1　　　　その他

［1〕文1　　72．5％　　　　　｝　　27．5％
一一一一・・一一一 ¥一一一一一一一一一一一一一一一一・・一一一一一一一一一→一一・・一一一一一一一一｛一｝－e』一一H

［2コ文　・　　100％　　　　　　・

★例［1〕①冬休みが始まった次の日に、谷川先生に京都へ行こうと誘われました。

　　　　　②冬休みが始まった次の日に、谷川先生に京都へつれていってもらった。

　　　　　③冬休みが始まった次の日に、谷川先生に京都へ旅行することを伝えた。

　　〔2コ①冬休みの始まった次の日に、谷川さんに京都へつれていってもらった。
　　　　　②冬休みの始まった次の日に、谷川さんに京都へ行ってもらった。　（AG－M）

　　　　　③冬休みの始まった次の日に、谷川さんに京都へ行かないかと誘われた。

く6）冬休みが／の始まった次のβし　合jll先生／さんに京都へ連れて㌔って

　　　　　｝　　もらう・いただく　　　　　　1　　その他

〔1コ文　 1　　　85．7％　　　　　　　　1　　14．3％
＿一一一一

¥一一一一一一一一一一一一一一一一一一・・一一t　一一一→一一一一一一一一一一一一一一一一

［2コ文177．3％（「もらう」のみ）　1　22．7％

（AG－M）

（AG－M）

（その他）

（AG－M）

（AG－M）

★例〔1〕①冬休みが始まった次の日に、谷川先生に京都へ連れていっていただきましたe
　　　　　②冬休みが始まった次の日に、谷川先生に京都へ連れていってと懇願した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（その他）

　　　　　③冬休みが始まった次の日に、谷川先生に京都へ連れていって下さいとお願いする
　　　　　　つもりです。　（その他）

　　［2］①冬休みの始まった次の日に、谷川さんに京都へ連れていってもらった。

　　　　　②冬休みの始まった次の日に、谷川さんに京都へ連れていってほしいと言われた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（その他）

　　　　　③冬休みの始まった次の日に、谷川さんに京都へ連れていってよ、と頼まれた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（その他）

（7）冬休みカ／の始ま哨糺次のH｝　合鋭先生／さんに京都へ連れて1？てい赴たきま
　　しt．．

　　　　　i　r京都」が話題　lf谷Jlljが話題　｝　「私」が話題
［1コ文　 1　　62．8％　　1　　9．3％　　1　　25．6％
－・－　　　　　 L　　　－　　－－　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
［2⊃文　・　86。4％　・　9．1％　・

★例［1］①京都の雪景色は、最高に美しく、感動したe（京都）
　　　　　②谷川先生は京都で有名なある会社の社長の息子で、京都駅にお迎えの車が来てい
　　　　　　ました。　（谷川先生）

　　③私は夢で京都の町を歩いていました。
［2コ①京都はとても寒かったです。　（京都）

　　②谷川さんは私のバイト先の先輩です。
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（私）

（谷川さん）


